
    

 

令
和
七
年
五
月
十
八
日
（
日
）
、
焼
津
市
総

合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
て
「
第
七
十

七
回
焼
津
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
・
四
十
五
回
地

域
交
流
ス
ポ
ー
ツ
祭 

総
合
開
会
式
」
が 

 

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

い
ず
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
も
、
市
民
の 

 

健
康
増
進
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
交
流

を

目

的

と

し

て

行

わ

れ

る

歴

史

あ

る 
 

 

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
す
。 

当
日
は
、
市
内
各
地
か
ら
四
百
七
十
九
名

の
市
民
が
参
加
し
、
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
地

域
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
、
活
気

あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
の
中
、
選
手
宣
誓
が
行
わ

れ
、
今
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
市
民 

交
流
が
開
幕
と
な
り
ま
し
た
。 

         

式
典
で
は
、
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
地
域 

チ
ー
ム
参
加
の
も
と
、
焼
津
市
長
を
は
じ
め

と
す
る
来
賓
の
ご
挨
拶
の
ほ
か
、
焼
津
市
民

合
唱
団
の
皆
さ
ん
と
焼
津
市
民
歌
の
斉
唱
や

市
民
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

選
手
宣
誓
で
は
、
代
表
選
手
が
力
強
く

「
正
々
堂
々
、
全
力
で
競
技
に
臨
む
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
述
べ
、
今
後
の
競
技
会
に
向

け
て
意
気
込
み
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

 
 

 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
は
今
後
、
各
種
競
技 

団
体
が
年
間
を
通
し
て
大
会
を
実
施
し
、 

地
域
交
流
ス
ポ
ー
ツ
祭
は
、
年
間
四
種
目 

（
玉
入
れ
、
室
内
ペ
タ
ン
ク
・
ワ
ン
バ
ウ
ン

ド
・
ふ
ら
ば
～
る
、
メ
デ
ィ
シ
ン
ボ
ー
ル
）

の
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
健
康
促
進
は
も

ち
ろ
ん
、
地
域
の
繋
が
り
を
深
め
る
絶
好
の

機
会
で
す
。
引
き
続
き
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
参
加
と
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

          

 

 

。 

 
 

本
功
労
者
は
焼
津
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に 

お
い
て
、
長
き
に
わ
た
り
要
職
を
務
め
、 

組
織
強
化
、
競
技
の
普
及
・
発
展
に
貢
献
し
、

大
き
く
功
績
を
上
げ
ら
れ
た
お
二
人
が
、 

開
会
式
の
中
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し 

上
げ
ま
す
。 
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焼津市インディアカ協会 

理事長 八木 美千代さん 

焼津市ソフトボール協会 

丸山 茂行さん 

開会式には「焼津市民合唱団」の皆様が

「君が代」・「焼津市民歌」を会場の  

皆さんと一緒に斉唱 

令
和
七
年
度 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
焼
津
市

ス
ポ
ー
ツ
協
会 

功
労
章
受
賞
者 

焼
津
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
・

地
域
交
流
ス
ポ
ー
ツ
祭 

総
合
開
会
式 

開
催
‼ 

選手宣誓：焼津市ゴルフ連盟の松村さん 

 

回 覧 



   

令
和
七
年
五
月
十
八
日
（
日
）
「
第
四
十
五

回
地
域
交
流
ス
ポ
ー
ツ
祭 

玉
入
れ
大
会
」
が
、

焼
津
市
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

各
自
治
会
の
チ
ー
ム
か
ら
多
く
の
参
加
者

が
集
い
、
熱
い
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ 

 

ま
し
た
。 

各
チ
ー
ム
が
息
を
合
わ
せ
て
玉
を
投
げ 

入
れ
る
た
び
に
、
会
場
に
は
笑
顔
と
歓
声
が

あ
ふ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
地
元
の
「
新
田
バ
ン
ド
」
に
よ
る

生
演
奏
で
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て 

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

今
年
の
栄
冠
を
手
に
し
た
の
は
、
東
益
津

第
十
五
自
治
会
チ
ー
ム
。
二
年
連
続
の
優
勝

を
果
た
し
、
実
力
の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

二
試
合
の
合
計
タ
イ
ム
は
九
十
・
二
秒
と 

安
定
し
た
成
績
を
残
し
、
特
に
一
回
目
で
は
、

今
大
会
最
速
と
な
る
三
十
九
・
九
秒
で
全
て

の
玉
を
入
れ
る
快
挙
を
達
成
。
観
客
席
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。 

 
 

                

  
東
益
津
第
十
五
自
治
会
玉
入
れ
Ｃ
Ｅ
Ｏ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
村 

昌
栄
さ
ん 

 

今
年
度
も
昨
年
に
続
き
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
、
嬉
し
さ
も
二
倍
の
喜
び
で
す
。 

こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り

勝
ち
得
た
結
果
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

た
だ
一
回
目
は
良
い
タ
イ
ム
で
し
た
が
、

二
回
目
に
ミ
ス
が
出
て
最
後
の
一
球
が
な
か

な
か
入
ら
ず
危
な
い
面
も
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
局
面
で
も
選
手
が
落
ち
着
い
て
処
理

が
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。 

こ
れ
ら
ミ
ス
を
カ
バ
ー
す
る
力
は
日
頃
の

練
習
の
成
果
、
我
が
チ
ー
ム
の
最
高
の
強
み

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
チ
ー
ム
は
、
出
場
選
手
の
平
均 

年
齢
が
六
十
九
・
七
歳(

最
高
齢
八
十
一
歳)

と
高
め
で
す
が
、
各
自
の
役
割
を
力
一
杯
・ 

一
生
懸
命
に
や
り
切
っ
た
結
果
で
し
た
。 

来
年
は
三
連
覇
を
目
指
し
、
更
に
最
速 

記
録
に
向
か
っ
て
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り 

 

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

  

■
第
二
位 

 
 

 

■
第
三
位 

港
第
十
四
自
治
会 

 

大
富
第
十
九
自
治
会 

 

 

■
敢
闘
賞 

小
川
第
十
二
自
治
会 

東益津第 15 自治会精鋭 17 名の選手の皆さん 

「
玉
入
れ
大
会
」 

開
催 

地
域
交
流
ス
ポ
ー
ツ
祭 

 

優
勝 

東
益
津
第
十
五
自
治
会 

  

優
勝
チ
ー
ム
代
表
者
コ
メ
ン
ト 

  

みみんんななののススポポーーツツ  
 

入
賞
チ
ー
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